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１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○活動報告書は、HPで公表しますので、公開可能な内容としてください。 

○データのサイズは、写真を含め、８Ⅿ以内に収め、ワード文書にて提

出してください。 

○こちらの報告書フォームに沿って全て記入してください。 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・公園で見つけた虫を捕り観察 

・みずとり浜公園に行き浜辺で貝殻拾い 

・バケツ稲づくり 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・ペットボトルで筏を作り川遊び 

・泥遊び 

・流しそうめんをするために竹を切った 

・とうもろこしの皮むき 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・芋ほり 

・どんぐりの皮むき 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・雪遊び 

・お味噌作り 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1 枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

水を入れた容器にお米を浸し発芽させた後、バケツ

で栽培しました。発芽させる時も、芽がでたのを見

つけて観察日記を書きました。水をあげることが日

課になり、朝夕、気にかけて稲の水をあげている姿

がありました。 

この写真は、発芽した種もみをバケツに植え替えて

いるところです。バケツの土も、黒土と赤土をこど

も達が自分達で混ぜて、陽に干したものを使用しま

した。 

（エピソード記述） 

八木のせせらぎ川で年中・長は川遊びをしました。

川にいる生き物を調べたり、川での遊びを自分達で

考えたりした後、当日を迎えました。川にはザリガ

ニや、めだか等色々な生き物がいて、ザルなどでガ

サガサしながら生き物を見つけました。めだかやタ

ニシを園にもって帰り、観察しています。 

 

（写真） 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

5月に芋の苗植えを行いました。その後、10月に芋

の収穫をしました。青少年野外活動センターへ行

き、自然散策をした後、芋堀りをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

こども達から、お味噌を作りたいという声があり、

小豆味噌と大豆味噌を作りました。 

これは、小豆味噌を仕込む画像です。前日に小豆を

洗い、水に浸すと小豆が水を含んで膨らむことを知

りました。ゆでるところを見たり、麹と塩を入れて

足で踏むことを体験したり、こども達にとっては不

思議がたくさんで、経験を通して予測する力が育ま

れました。小豆を植えてみたいという声もあり、次

は育てる事もやってみたいと興味関心が膨らみま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

（例）こども環境管理士を担当保育士が取得（12 月） 

  職員の指導者を招いて、園児への対応方法や保育室の配置などについて指導いただいた（年 5 回） 

 

 

 ・ 地域との関わりについて 

（例）専門知識のある地域の方に園庭のぶどうの木の選定や野菜づくりを月一回交流（毎月） 

  広島市青少年野外活動センター・こども村で、専門の方に指導いただきながら 6 月に芋の苗を植え、10

月に芋ほりを行った。 

 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

 （例）果物や野菜を保護者と一緒に収穫（毎月） 

  親子参観の際に、保護者と公園に行き自然散策を行った。（5 月） 

 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNS の URL をご記入ください。 

 

U R L 

 

 

 

 

 


